







































































































の流れは途絶える︒２︑第一五段からは『旅だち』から 単なる連想の流れで︑これが第一八段まで続く︒ここには︑１のような根底を『願はし』 貫くようなものはない︒３︑第一九段は『折節の移りか 』ことに いて述べた︒本段では『源氏物語』や『枕草子』への意識が見られた︒本書を︑そういった古典となぞらえるという意識のあ われであろう こから第二四段までは︑やはり根底を貫く思想的なものは感じられず︑連想




















二段は︑今は﹁亡き人﹂の心に残る言動を挙げている ころが共通している︒兼好の心情は︑人は死んでも︑その言動は自分の中 生きているということへの確認であったの はないか︒そ は︑三○段までの︑た
とえば『文選』による﹁去る者は日々に疎し﹂という︑





る︒彼はいったん死に そして﹁復活﹂した その原動力 何か︒それは当然のことながら 彼が『徒然草』の執筆を中断 て 間
に経験したことである︒その人生観を逆転させるほどの経験とは︑何か︒それは︑書物から︑としか考えられない︒なぞを解く鍵は︑﹁今の内裏﹂ （
三三段）から﹁疎き人の﹂ （三七段）までの五段にわた
































証的な章段を盛り込む意図はなかったが︑執筆中断の後︑その類の内容の章段も積極的に盛り込むという執筆方針の変更をかなり意識的に遂行したのではないかというのが︑私の仮説であった︒ ﹂﹁ 『徒然草』を味読し︑三十段ころまでが詠嘆的無常観︑それ以降は自覚的無常観とでも称すべき︑ 無
常思想の変化のあることを提言し︑
三十段ころまでと︑それ以降との思想の異質性に初めて言及したは︑西尾実氏であった︒ （中略）三十段ころまでと︑それ以降 異質性は︑その後も︑感情語の頻度数の方面︑あるいは係助詞や文体などの相違からも論証され︑やがて執筆時期に関わ 成立論にまで及ぶに至っている︒ ﹂﹁要するに兼好は︑三
十段ころまでは執筆に当って︑説話的な内容の
章段は盛り込まないという明確なジャンル意識を っていた うのが︑私の仮説であ た︒ ﹂﹁三十段ころまでは︑まさしく序文にいうように︑ 『
枕草子』などを
念頭にしな ら︑心のうちに想起されることを次々と書き記し︑しかも︑ そこに自己の意見というものが︑ かなり強く開陳されている︒ ﹂﹁やがて執筆中断期間の後︑再
び筆をとったとき︑そこに説話的章段
や有職故実的章段などを盛り込むという執筆方針の変更を行ったの












感とその反動としての理想主義的なもの 見方が表れてい と解釈できる︒つまり︑徒然草執筆の最初の原動力は︑ ﹁つれづれ﹂という︑なすこ もない所在無い停滞した時間の中で︑周囲に満足できない孤独 青年が︑本の中 見出した数々の 理想﹂によって﹁現実﹂とのギャップを埋めることだった︒こうあってほしいと思う世の中のあり方を書き連ねていったものなのである︒ ﹂﹁ところが第十九段
﹁折節の移り変はるこそ︑ものごとにあはれな
れ﹂の段で兼好自身が自覚したように 彼が書くものは﹁源氏物語﹂や﹁枕草子﹂の圧倒的な影響の下にあった︒ ﹁古典 呪縛﹂とさえ言
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文ほとんど出典をあげ得る︒ 『寒山詩』 『後漢書』 『沙
石集』 『文選』 『臣軌』 『白氏文集』 『小学』 『列子』 『晋書』 『老子』 『荘子』新撰朗詠集』などが諸注にあげられている︒ （中略）ただひとつ︑ ﹁才能は煩悩の増長せるなり︒ ﹂については︑全く出典も類句もあげられていないのが目にとま （
中略） ﹁わたくしの言う第一部






















































































ことなれば︑さ いへど︑そのきはばかりは覚え にや︑よしなしごと言ひてうちも笑ひぬ︒から けうとき山の中 をさめて︑さるべき日ばかり詣でつつ見れば︑ほど く卒塔婆も苔むし 木の葉ふり埋みて︑夕の嵐︑夜の月のみぞ︑こと ふよすがなりける︒　
思
ひ出でてしのぶ人あらんほどこそあらめ︑そもまたほ なくうせ
て︑聞きつたふるばかり 末々は 哀とやは思ふ︒さる 跡とふわざも絶えぬれば い
づれの人と名をだに知らず︒年々の春の草のみぞ︑





























































には金をして北斗をささふとも︑人のためにぞわづらはるべき︒愚かなる人の目 よろこばしむる楽しみ またあぢきなし︒大きなる事︑肥えた 馬︑ 玉の飾りも︑心あらん人は︑う て愚かなりとぞ見べき︒金は山 すて︑玉は淵に投ぐ 利に どふは︑すぐれて愚かなる人なり︒　
埋
もれぬ名を長き世に残さんこそ︑あらまほしかるべけれ︑位高く︑
やん事なきをしも︑すぐれたる人とや いふべき︒愚かにつたなき人も︑家に生れ時にあへば︑高き位に登り︑奢 を極 もあり︒いみじかりし賢人・聖人︑みづから賎しき位に り︑時 あはず てやみぬる︑また多し︒偏に高き官・位を望むも 次に愚かなり︒　
智
恵と心とこそ︑世にすぐ たる誉も残さまほしきを︑つらつら思









































































































































































らに︑ ﹁ひとへに高き官・位をのぞむ﹂も︑ ﹁次に愚かなり﹂とたたみかける︒続いて︑ ﹁
身の後の名︑残りてさらに益なし﹂ ﹁是を願ふも︑次に
愚かなり﹂と﹁利﹂に加えて﹁名﹂も 愚か﹂と断定する︒これで終われば︑本段は︑冒頭の一文が主題 なり 首尾一貫して 名利 を否することになるのだが 実はその後に ただし﹂以下の文が補足 して存在 ︒そこに︑本稿では注目したい︒　
こ







































































































なければならなかったか いうことである つまり 第三○段を境に︑第三一段からは﹁
悲しみ﹂という主観性が消え︑ ﹁をかし﹂ ﹁あはれ﹂ ﹁よ

















































第三八段で自分の内面にあふれるものを宣言し 自分 人 観が固まった以上︑怖いものはない︒言い換えれば︑ ﹁
何でも見てやろう﹂ ﹁何でも


















































11） ﹁万事は皆非なり﹂は︑ ﹁杜詩﹂ ﹁新線朗詠集﹂ 見られる︒
（
12） 『方丈記』 （簗瀬一雄・角川文庫）による︒
